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・
震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
で

死
亡
、
精
神
も
し
く
は
身
体
に

著
し
い
障
が
い
を
受
け
た
り
、

資
産
に
重
大
な
損
害
を
受
け

た
。

・
干
ば
つ
冷
害
な
ど
で
農
作
物
の

不
作
、
不
漁
な
ど
に
よ
り
収
入

が
著
し
く
減
少
し
た
。

・
事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、

失
業
な
ど
に
よ
り
収
入
が
著
し

く
減
少
し
た
。

・
上
記
に
類
す
る
事
由
に
よ
り
生

活
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に

な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に

よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間

に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
、
満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険

料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
25
年
以

上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま

で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
た

だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
）。

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
の

方
も
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ
り
、
一

時
的
に
生
活
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
世

帯
は
医
療
費
の
支
払
い
を
最
長
６
か
月
の

間
猶
予
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
収
入
が
生
活

保
護
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、
入
院
費
に
限

り
最
長
３
か
月
間
免
除
さ
れ
ま
す
。

（
審
査
が
あ
り
ま
す
。）

　

h
保
険
年
金
課
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２
５
）８
１
３
７

【
申
請
手
続
き
】

　

世
帯
主
が
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る

前
に
、
市
役
所
保
険
年
金
課
へ
申
請
書

と
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【電話】大津年金事務所
   f０７７－５２１－１４８９
    　 平日８時30分～17時

日 時　10月27日（木）
　　　　　10時～16時
場 所　安曇川公民館
申込方法　予約専用電話でお申
　　　　　し込みください。

※この電話では予約以外のご用件はお受
け出来ません。

※予約受付は、定員になり次第、締め切
りとなります。

一日年金相談所
※
申
請
書
以
外
に
も
次
の
も
の
が
必  

　

要
で
す
。

・
被
保
険
者
証

・
世
帯
主
と
世
帯
員
の
給
与
支
払
明

細
書
と
預
金
通
帳
な
ど

・
雇
用
保
険
受
給
者
証
、
離
職
証
明

書
（
失
業
の
場
合
）

・
り
災
証
明
書
（
災
害
の
場
合
）

・
そ
の
他
申
請
理
由
を
明
ら
か
に
す

る
書
類
、
印
鑑

国
民
健
康
保
険

一
部
負
担
金
の
徴
収
猶
予
お
よ
び
免
除
制
度

【
対
象
と
な
る
人
】

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
あ
る
世
帯

主
な
ど
主
た
る
生
計
維
持
者
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
生
活
が
著
し
く
困
難
と

な
っ
た
世
帯
の
被
保
険
者

　

任
意
加
入
の
申
出
に
つ
い
て
は
、
月
々
の

保
険
料
を
確
実
か
つ
円
滑
に
納
付
い
た
だ
く

た
め
、
原
則
、
口
座
振
替
を
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、

現
金
で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

任
意
加
入
被
保
険
者
の
方
の

保
険
料
納
付
は
口
座
振
替
で

【
窓
口
で
の
手
続
き
】

　

任
意
加
入
の
資
格
取
得
申
出
書
を
提
出
さ

れ
る
際
に
、
口
座
振
替
申
出
書
も
し
く
は
口

座
振
替
が
で
き
な
い
旨
の
申
出
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

（
口
座
振
替
が
で
き
な
い
旨
の
申
出
書
の
様

式
は
任
意
の
様
式
で
構
い
ま
せ
ん
）

◎
詳
し
く
は
高
島
市
役
所
・
各
支
所
ま
た

は
大
津
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
現
金
で
納
付
が
で
き
る
場
合
は
】

①
預
金
口
座
を
有
し
て
い
な
い
場
合

②
資
格
を
喪
失
す
る
ま
で
の
期
間
の
保
険
料

を
前
納
す
る
場
合

（
加
入
す
る
年
度
内
に
納
付
月
数
が
40
年

を
迎
え
て
任
意
加
入
期
間
が
終
了
す
る

方
な
ど
）

③
そ
の
他
①
、
②
に
準
ず
る
正
当
な
事
由
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

ご存知ですか？
国民年金の
任意加入制度

ご存知ですか？
国民年金の
任意加入制度

６2

北部地域包括支援センター  f（22）0193
北部健康福祉センター  f（22）5101

南部地域包括支援センター  f（32）2520
南部健康福祉センター  f（32）4413

マキノ
今 津
新 旭

朽 木
安曇川
高 島

　

高
齢
者
虐
待
と
は
、高
齢
者
が「
尊

厳
を
も
っ
て
生
き
る
」
権
利
（
人
権
）

を
侵
害
さ
れ
て
い
る
状
態
を
い
い
ま

す
。

　

平
成
18
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
」
は
、
こ
の

高
齢
者
の
権
利
や
利
益
を
守
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
法
律
で
は
、
養
護
者
（
介
護
や
世

話
を
し
て
い
る
親
族
等
）
へ
の
支
援

が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
環
境
の
中

で
、
尊
厳
を
保
ち
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
、
在
宅
で
の
介
護
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
介
護

を
す
る
家
族
の
負
担
は
考
え
る
以
上

に
大
き
な
も
の
で
す
。「
家
族
だ
か

ら
き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う

《高齢者虐待防止法で虐待と定義されている行為》

身 体 的 虐 待

殴る、蹴る、つねる、押さえつける、意
に反してベッドに縛りつける、つなぎ服
を着用させる、自分で開けられない部屋
に閉じ込める

世話や介護の
放 棄・ 放 任

髪が伸び放題、皮膚が汚れている、食事
や水分を与えない、適切な医療や介護サ
ービスを受けさせない、劣悪な住環境の
中に放置する

心 理 的 虐 待 怒鳴る、ののしる、悪口を言う、話しか
けない、返事しない、子ども扱い

性 的 虐 待 性的接触、みだらな言葉による嫌がらせ、
懲罰的に下半身を裸にして放置する

経 済 的 虐 待 必要なお金を渡さない、本人以外が年金
や預金を勝手に使う

の
重
荷
が
軽
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待

に
気
づ
い
た
人
は
市
町
村
に
通
報
す

る
義
務
が
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
通
報
し
た
人
が
特
定
さ
れ

な
い
よ
う
に
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

虐
待
に
気
づ
い
た
方
か
ら
の
通
報
だ

け
で
な
く
、
介
護
し
て
い
る
方
や
高

齢
者
本
人
か
ら
の
相
談
も
受
け
て
い

ま
す
。
虐
待
を
未
然
に
防
止
し
、
高

齢
者
も
介
護
者
も
、
そ
の
人
ら
し
く

人
生
を
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

虐
待
を
防
ぐ
の
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
心
遣
い
で
す
。
高
齢
者
や
高
齢
者

を
介
護
す
る
家
族
を
孤
立
さ
せ
な
い

よ
う
、
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
づ

き
、
み
ん
な
が
声
を
か
け
あ
い
支
え

あ
う
こ
と
が
虐
待
の
予
防
に
な
り
ま

す
。
あ
い
さ
つ
な
ど
の
、
何
気
な
い

声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

　この教室では、専門家を交えて介護に関
する学習や、参加者同士の交流を行ってい
ます。
【安曇川会場】
　▼開 催 日　10月14日（金）
　▼場 所　安曇川公民館

【朽木会場】
　▼開 催 日　10月24日（月）
　▼場 所　丸八百貨店

〈両日とも〉
　▼時 間　11時～15時
　▼内 容　認知症の方への接し方や介
 護について
　▼講 師　渡辺哲弘認知症専門指導師
　▼参 加 費　昼食代（1,000円）
　▼申込方法　開催日前日までに各地域包
 括支援センターまで

10月の家族介護教室

責
任
感
や
介
護
の
疲
れ
な

ど
か
ら
虐
待
が
始
ま
っ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
虐

待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
も
、
一
人
で
介
護
を
抱

え
込
ま
な
い
こ
と
、
そ
し

て
、
周
り
の
人
が
介
護
者

の
負
担
を
知
り
、
温
か
い

言
葉
を
か
け
た
り
、
手
を

差
し
伸
べ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

ま
た
、
家
族
会
な
ど
に

参
加
し
、「
同
じ
よ
う
に

苦
労
し
て
い
る
人
が
い

る
、
一
人
じ
ゃ
な
い
」
そ

う
感
じ
る
だ
け
で
、
心
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